
身近な環境とのかかわりを深める
環境教育の工夫

－ －総合的な学習の「水」の学習プログラム作成を通して

特別研修員 間々田 秀乃 （太田市立強戸小学校）

《研究の概要》

小学第４学年の総合的な学習の時間において、社会科との関連を図りながら「水」を視

点として、自分の行動と環境とのかかわりを考えさせるための指導を工夫した。身近な水

道水や川の水を調査、節水の大切さを実感させ、自分たちの行動の有効性を調べる実験、

学習成果を標語等に表し家庭へ伝える、これら一連の学習プログラムでの学習を通して、
児童は、水の大切さをより理解し、自分の行動を考えられるようになった。

【総合的な学習の時間ー小 環境教育 水環境 節水 】キーワード

主題設定の理由Ⅰ

、 、現在 地球的規模で環境悪化や環境汚染が進み

それらに私たちの生活が深くかかわっていること

も、様々な場面で指摘されている。そこで、わた

したちが環境のことを考え、行動しようという考

えから、太田市では、ISO14001の取得に取り組ん
できた。

児童は、ISO14001の取得に当たり、５つの行動

目標を掲げ活動を進めてきている。

その中で、節電、節水などについては、自覚も

出てきて、電気の消灯、水道の蛇口を閉めるなど

の行動に表れてきている。しかし、自分の行動が
環境とどうかかわり、節電や節水が環境とどう結

びつくのかを考えたり、環境に関することを進ん

で学習し行動を改善していこうという意欲は弱

い。また、小学校における環境教育のねらいの中

にある「豊かな感受性を育て、人間の活動と環境
とのかかわりについて総合的に理解させる」とい

うことの達成に関しては、現学年の小学４年生で

の教科の中の単元や、総合的な学習の内容では不

十分な面が考えられる。

そこで、われわれ生物が生きるのに欠かせず、

一番身近な存在であり、社会科や理科で学習する
「水」に視点をあてる。その「水」に関して、総

合的な学習の時間において、興味ある教材、地域

教材を取り入れたり、活動や体験を取り入れたり

した学習プログラムの作成を考えた。本プログラ

ムを通して、水を五感をつかってとらえ感じ、社

会科の学習と関連させ学習する中で、わたしたち

の生活と環境とのかかわりについて考えさせたい
と考えた。さらに、自分たちのちょっとした行動

が環境にかかわっていることに気付けば、身近な

環境問題を解決するのに、自分たちにできること

を考えさせることができると考え、本主題を設定

した。

研究のねらいⅡ

総合的な学習の時間において 「水」に関する、

学習プログラムを取り入れる。このことにより

身近な環境とのかかわりを深め、自分の行動と環
境とのかかわりついて考えられる力が養われるこ

とを実践を通して明らかにする。

研究の見通しⅢ

日本にいるだけでは分からない、水の貴重さ１

安全性について、ほかの国々の事情や地球規模

からみた水の状況を知れば、なぜ水を無駄にし

てはけないか、大切にしなくてはいけないかを

感じ取れるであろう。

社会科で知った水の種類や身近にある水を、２

五感を使って調べれば、水に対して新たな気付

きがあり、興味・関心を高めるであろう。

「水を大切にする」をテーマに調べ学習を行３
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う際に、今まで自分たちが行ってきた水を大切

にする行動が、どれ位有効なのかを自分たちの

調査・実験で明らかにできれば、水を大切にす

る行動の裏付けを得、納得ができるであろう。

自分たちが調べたこと、言葉や数値、絵を吟４
味しポスターや標語で表し伝えることを通し

て、自分たちの学習を振り返えれば、日ごろの

節水行動に結びつけられるであろう。

研究の内容Ⅳ

１ 基本的な考え方

(１) 「水」の学習プログラムとは

本プログラムは、総合的な学習の時間の「身近

な水について調べよう～水を大切にしよう～」の

全21時間で構成されている。そして、５年生での
川学習への足掛かりにもなれるように配慮してあ

る。

(２) 「身近にある水」とは

太田市では社会科で「のびゆく太田」という副

読本を用い学習している。４年生の１学期に「水
はどこから」という単元で、飲料水確保のために

意図的計画的に設備が作られ、それにかかわる人

々が努力してきていることを学習してきている。

さらに、太田市では浄水場が渡良瀬浄水場と利根

浄水場の２か所あり、本校の学校区では渡良瀬浄

水場からの水道水が使われていることを学習して
。 、「 」 、きている また 水はどこへ という単元では

生活排水や人の活動に汚れてしまった八瀬川が、

人々の努力によってきれいになってきたというこ

とを学習した。そして、第５学年の総合的な学習

「 」 。では 寺川の環境について調べよう を学習する
校区には蛇川が流れている。したがって、身近な

水とは４年生で学習する上下水道の水や、それに

関係する川の水、５年生で学習する川の水、さら

に通学路に沿って流れている川の水とする。

２ 「水」の学習プログラムの流れについて
(1) 問題を認識する過程

現在、太田市にいると水の貴重さやあり難さに

ついては実感しにくい。そこで、世界のある地域

では、家庭で使用する水を確保するため川などに

水をくみにいっている写真や、雨水を利用してい

る地域の写真を資料としたり 「世界がもし100、

人の村だったら 「地球がもし100cmの球だった」

」 、 、ら の２書を参考資料としたりして 水の有限性

貴重さを伝える。

(２) 問題に対する関心・意欲を高める過程
子どもたちは１学期に浄水場に見学に行き、そ

こで浄水場でできたての水を大変興味深く飲んで

いた。ここでは、渡良瀬浄水場と利根浄水場の水

道水とそれらの煮沸水、市販のミネラルウォータ

ーを飲み比べることにより、水に関する興味を引
き出していく。さらに、５種類の川の水と学校池

の水とを自分の感覚器を使って調べることによ

り、日常、水などを観察する視点や、観察する意

欲を高めていく。

(３) 問題の整理・課題の設定の過程

水に対していろいろな考えや興味が出てくると
考えられるが、ここでは、テーマを「水を大切に

しよう」にし、自分たちが今まで聞いたり学習し

たりしてきたことがどれくらい有効なのかを自分

たちで調べさせる。このときに、本からの引用に

なるような調べ学習はできるだけさけるように
し、自分たちの実験で調べられるような課題の設

定を導く。

(４) 課題の解決の過程

ここでは、自分が設定した課題に沿って調べ学

習を行う。自分たちでできる範囲での実験を中心

に行わせていき、今までいわれてきたことの有効
性を確かめる。

(５) まとめ・発信の過程

ここでは、自分たちが実験し、出したデータを

まとめる。そのときに(1)を踏まえ、数値を伝え

るときには、低学年にも分かるような表現の仕方
を工夫させる。そして自分たちが調べ、再認識し

た「水を大切にしよう」ということを、標語やポ

スターなどを使い、全校や家庭に伝えることで、

学習内容と日ごろの行動を結びつけるようにす

る。



研究の展開Ⅴ

１ 題材名

「身近な水について調べよう

～水を大切にしよう～」

２ 目標

身近にある水について興味・関心を持ち、水を

大切にすることを考え、伝えることができる。

別紙（資料編）３ 評価規準

４ 対象

（総合的な学習の時間） 児童34名
太田市立強戸小学校 第４学年２組

別紙（資料編）５ 指導計画

６ 「水」の学習プログラム展開例
学習過程 学習活動 児 童 の 活 動 の 様 子

問題を認識す １ 水についていろ １学期に学習した社会科での「水はどこから」で、太

る いろな資料をみて、 田市では水を一人一日380㍑も使っていることを学習し

つ （見通し１） 学習の目当てや予定 た。この時間で、必要な水を川にくみにいかなければな

について知る。 らない地域、雨水を利用している地域、安全な水が利用

か 関連 ・太田市の水事情と できるのは13％だけの地域などを知り、いかに自分たち
４年社 会科 世界のほかの地域で が恵まれているかを実感したようである。

む 「水は の水事情を比較す また、地球を100cmの球に例えた場合、飲み水として利

どこから る。 用できるのは、５cc（スプーン１杯）である、というこ」

・地球上で使える水 とも知り 「もっと水を大切にしなければならない」と、

の量の資料をみる。 いう考えを持ったようである。
・上記の２点から自

８ 分たちの水の使い方

時 問題に対する を振り返る。

間 関心・意欲を ２ 身近にある水に 太田市では、渡良瀬浄水場と利根浄水場の２種類の浄

高める ついて、観察や実験 水場から水道がひかれているので、その２種類の水道水

（見通し２） を行う （五感を使 とその煮沸水、それと市販のミネラルウォーター（南ア。
おう） ルプス産と北海道産）の水を飲み比べた。銘柄を知らさ

関連 ・飲み水比べをす れなければどこの水かは判別できなかったが、水も場所

４年社会科 る。 によって味がちがうという感想が多かった 「水にはい。

「水は 味覚 ろいろな味があるのだなと思った 「ぼくは水の味が分（ ） 。」

どこから （ワークシート１） からなかったので、水を買って飲むことは無駄ではない」
か」などと感想をもった子もいた。

関連

５年総合的な ・近くにある水① ３種類の水について、視覚、聴覚、臭覚、触覚をフル

学習 （学校池、寺川、蛇 に活用して調査を行った。臭覚では 「金魚の水槽のに、
「寺川の環境 川）について調べる おい、しない、トイレのにおい 「くさい、けっこうく」

について調べ （ワークシート３） さい、そんなにくさくない 「へんなにおい、少しくさ」



よう」 ・学校池、寺川、蛇 い、ざりがにのにおい」

川などで現地調査、 などと表現していた。触

観察 覚では「べとべとして気

（ワークシート２） 持ち悪い、すごくやわら

かい、少しやわらかくな

かった 「気持ち悪い」
、 、感触 少しぬるぬるする

ぬめりけがない」などと表現していた。

・ 寺川、蛇川について上の方と下の方など、場所によっ

て流れる様子、流れているゴミの様子などが異なってい

ることが確認できた。蛇川にはゴミやカンが捨ててある
ので川に捨ててほしくないと感じた子も多かった。川の

中にいる生き物について、川辺にいる生き物、また水の

。 、温度などにも興味を持っている子もいた どこの川でも

アメリカザリガニに対して

はとても興味を示した。

関連
４年社会科 近くにある水②（八 前回の①と同様のことを

「やって 瀬川、渡良瀬川、利 調べ 「利根川は遠くで見る、

みよう 根川）について調べ ときれいに見えたが、採取

川は友だち」 る。 して水をろ過して調べたりすると汚い 「さわりごごち」

（ワークシート３） が川によって違う 「川の水はもっと汚いかと思ったけ」
ど、意外にきれいだった。予想していたより川にはにお

いがあった 「水にはいろんなにおいや汚れがあって驚。」

いた 」と感想を持った子もいた。。

問題の整理、 ３「水を大切にしよ 「水を大切にしよう」のテーマで、自分たちが今まで

課題の設定 う」をテーマに、自 聞いたり学習したりしてきたことでそれがどのくらい効

（見通し３） 分たちが言われてき 果があるかについて調べることを考えたら、●水を無駄
追 関連 たことや、やってき にしない方法、●簡単にできる節水方法、●雨水の利用

。 。強戸小の たことがどれくらい 方法などが出てきた ●排水の仕方についてを追加した

究 環境活動 の効果があるのかを

目標の２，４ 調べる。 例１ 【水を無駄にしない方法】

す （ワークシート４、 ぞうきんをすすぐ場合、バケツに水をくんでバケツの中
課題の解決１ ５） ですすぐようにといわれているがそれどのくらい効果が

る あるのか実験する。

（ ）実験 教室掃除で考える

①２人で同じように床をふ

いてぞうきんを汚す。

片方はバケツで、片方は
９ 水道の蛇口ですすぐ。

�時 バケツを使うと ３

�間 水道の蛇口 ４

②８人が床をふき、ぞうきんを３回すすぐとする

３�×３回＝９�バケツを使うと
４�×８人×３回＝96�水道の蛇口



例２ 【排水するときに気を付けること】

牛乳100mlを魚が住めそうなくらいまで薄めるには、どの

くらいの水が必要かの実験をする。

実験

水槽に牛乳100mlを入れ、水を加えていく。10 まで入れ�
てもまだ白い。さらにその中から100mlを取り、さらにそ

の10 0m lを水で薄めてい

く。

３�を入れたときに、透明に

近くなる。
したがって、牛乳100ml

を透明に近くなるまで薄

300�の水が必めるには、

要になる。

例３ 【蛇口の閉め方】

●蛇口をあまり閉めないでそのままにしておくと、１分
間で500mlが無駄になる

情報交換 中間発表会 ●水をポタポタ出したとき、１分間で50mlが無駄になる

ＯＨＰなどで資料を映しな

がら発表会を行った。

自分たちの班の発表で手一
杯でほかの班の内容を細部

まで聞けなかった面はある

が、自分たちの班に足りな

。課題解決２ 他の班の発表を参考 いことは見えてきたようだ

にまた、自分たちが 新しい調査というよりは、今までやってきたことをもう

発表するときに気付 一度まとめ直す班が多くみられた。
いたことなどを中心 ●牛乳を薄めた班は、これがどういう意味を持つのかを

に加除修正を行う。 考え直しをする。

●じゃ口の閉め方

・ ゆるい蛇口の閉め方

１分間で500mlの無駄 学校の牛乳パック２個以上→
・ポタポタ水出し

１分間で50mlの無駄なので５分で250ml

→牛乳パックより50m lも多い

・・・・きちんと閉めることを心掛けたい。

、まと まとめ、発信 自分たちが調べてき 今まで調べてきたことをもとにポスターや標語を作成し
める （見通し４） たことをもとに 水 全校や家庭に伝えていく。、「

・ を大切にする」こと 例

広げ を伝えるために、ポ ● 蛇口を閉める実験班

る 関連 スターや標語にして ポスターで表す

４ 強戸小の 全校や家庭に伝えて
時間 環境活動 いく。

目標の５ （ワークシート６）

きちんと閉めて

無駄をなくそう

広めよう、蛇口を

こまめにしめること



（ポスターの中の言葉）という標語を作って少しすっき

りした。みんながしてくれる

か心配です（感想 。）

●水500mlで何ができるか調べ

た班

ポスターで表す
（ポスターの中の言葉）

●雨水班

バケツはね
水を救う大きな道具

雨水は１つの

資源、大切に

結果と考察Ⅵ

１ 問題を認識する過程で

「水の大切さを」認識させるために、川まで水
をくみにいき利用している国、雨水をためて利用

している国などの写真を提示した。雨水利用に大

、 、変興味を持った児童がでて 課題の設定の過程で

雨水の汚れ具合を調べたいとか雨水の利用方法を

調べたいとかの課題を持った。また 「世界がも、
し100人の村だったら 「地球がもし100cmの球」、

だったら」を資料として、水の有限性や安全性な

どについて提示した。この提示に、児童は大変興

味深く見入り、34人中21人の児童が「自分たちだ

け水を使い放題してはいけない。大切にしよう」

という感想を持った。児童は 「なぜ水を無駄に、
、 」してはいけないか 大切にしなくてはいけないか

を十分感じ取ったと考える。また、ここで用いた

資料は、数値の置き換えが分かりやすく、題名が

興味深いので、水の有限性や安全性を示すものと

して適当であったと考える。
これらのことから、本過程で、児童は水を大切

にすることを感じ取れたと考える。

２ 問題に対する関心・意欲を高める過程で

水の飲み比べを行う際に、水道水の煮沸水を取

り入れ塩素の影響を避けたわけであるが、太田市
の水道水はそれほど塩素の影響がないので、違い

は区別できない。市販ミネラルウォーターも合わ

せて飲み比べてみたが、味覚の鋭い児童、いつも

それを飲んでいる児童が判別できたが、全体的に

判別は難しかった。判別はできないものの区別は
、「 、 」でき 水は１種類ではなく 多種類あるんだな

という感想を持った児童が34人中19人いた 「飲。

み水について考えてみたい 「飲み比べても、味」

が分からないので買うのは無駄かな」という感想

もあった。水に対する関心は高まったといえる。

地区や社会科に関係している川の水を中心に６
種類の水を調べた。そのうちの３種類（学校池、

寺川、蛇川）については、現地調査も行い、川周

辺の様子も併せて観察でき、水の中にいる生き物

なども見られ、効果的であった。聴覚で調べる部

分で、川の流れる音を聞かせたが、変化がないの
で関心は薄かった （ビデオで川辺の様子なども。

撮り、聴覚も含めその周辺の様子を映した方が効

果的であったと考えられる）全体的に、水につい

てこれほどよく観察したことはなかったので、感

想には「水にはいろいろなにおいや汚れがあって

」「 」 。驚いた 別の川も調べてみたい などとあった
このことより、本過程で、社会科の既習内容と

関連づけながら、五感を使っての観察、実験を通

して、児童は、水に対して新たな気付きを持ち、

興味・関心は高まったと考える。

３ 問題の整理、課題の設定、課題の解決の過程で

「 水を大切にしよう』をテーマに今まで自分『

たちがいわれてきたことや、やってきたことがど

れくらいの効果があるのかを調べる 」というこ。

とで、課題を設定させた。１で、雨水を利用して

いる国を提示し、２では川の水をろ過して調べた
、 。ので ここで雨水の汚れ具合を調べた児童もいた

自分で雨水ろ過装置を作って途中までは意欲満々

に取り組んでいたが、まとめの段階でまとめ方で

苦労をしていたが、雨水も１つの水資源として扱

うことでまとめていた。
ほとんどの児童が、学習のテーマにもとづき、

「ぞうきんをすすぐ場合の水の使い方」や 「顔、



を洗うときの水の使い方 「歯を磨くときの水」、

の使い方 、または「500mlでの水で何ができる」

か 「牛乳100mlを薄めるにはどのくらいの水が」、

必要か」などの課題を設定し、実験に取り組んで

いた。節水についてしてきたことが、実際に自分

たちで調べてみると、効果が高いのでびっくりし
ていたようである。このように、自分で設定した

課題にもとづき、実験を行うことで、児童は実感

をもって、水を大切にする行動について納得でき

たと考える。

４ まとめ、発信の過程で

３での結果を生かし、全校や家庭に伝えるため

に、調べたことをもとにポスターや標語などにま

とめるのであるが、自分たちで調べたことの中心

をとらえ表現するので言葉探しで苦労をしてい

た。特に標語を選んだ児童は、短い文の中に自分
、 、たちで調べたことを盛りこむので いろいろ考え

言葉を探していた。言葉としては目新しいもので

はないが、自分たちで調べたことを入れ、言葉の

、 。リズムも整えており よいものができたと考える

雨水の利用方法を調べた児童たちは、なかなか

まとめが進まなかった。雨水自体興味深い題材で

ある。資源として使えることも分かり、利用方法

についても考えられた。しかし、植物への水やり

などは実行可能であるが、掃除への利用となると

実行が難しいのではと考えられ。しかし、雨水の

汚れ具合から、掃除の場所を限定して伝えようと
しているので、自分たちの行動とかかわらせよう

としている気持ちが感じられた。

水の使い方を調べた児童は 「節水はできるこ、

とから始めよう 「バケツを使い節水しよう 「広」 」

めよう、蛇口をこまめに閉めること」などの言葉
を遣い、ポスターに表していた。言葉で足らない

ところは絵で表現できるので、自分たちで調べた

ことを盛りこみやすかった。絵も日常生活の様子

をとらえてかいているので、自分の行動と結びつ

けやすいと考える。

したがって、標語、ポスターの作成は学習の振
り返り、行動場面の確認には有効であったと考え

る。

５ 全体を通して

学習前と学習後の児童の感想を以下に示した。

「 水を大切にする』こととしてどのようなことが考えられますか。３つ以上書いてみましょう 」『 。
学習前 学習後

・おふろのとき、シャワーを出しっぱなしに ・石けんで手を洗うとき、水をとめる。

しない。 ・掃除のときバケツでぞうきんを洗う。⇒

・手を洗うときに、水をとめる。 ・顔を洗うとき、おけに水を入れて洗う。

、 。・歯みがきのとき コップに水をくんで使う

・水道の水をむだにしない。 ・水道の蛇口をきちんと閉める

、 。・手洗いでせっけんを使うときは、水をとめ ・歯みがきをするとき コップに水をいれる⇒

る。 ・雨水を利用する。

・歯を磨くときは、水をとめる。

・石けんで手を洗うときは、蛇口を閉める。 ・石けんで手洗うときは蛇口を閉める。⇒

・水遊びを少なくする。 ・ぞうきんを洗うときはバケツを使う。

・なるべく生活の中でバケツを使う。

・水遊びはしない

（下線部分が班で調べた内容と直結する）



感想のように、学習後の記述に自分たちで調べ

たことやほかの班が調べたことを取り入れた子ど

もは、34人中23人いた。残りの11人については、

上記の問いについては変化はなかった。

しかし、学習全体を通しての感想の中で、

・ほかの国のことを考え、水を大切にしよう
・牛乳などを流さないようにしよう

残りの11人中４人が上記のような感想を記述し

ていた。

記述の内容はいわれてきていることであり目新

しくはないが、自分たちで調べたことなので納得
して使えるようである。

自己評価の感想の中で

・ 身近な水について調べよう」をやってから「

水のむだ使いが少なくなったと思う

というような記述が、34人中26人いた。

以上のことから、節水に対する意識は高まった
と考える。

したがって、この学習プログラムにそって学習

したことは、児童が「水」というものを通して、

自分の行動と環境とのかかわりを考える、よい手

だてであったと考える。

おわりにⅦ

本校では、第５学年が総合的な学習で「寺川の

環境について調べよう」を学習する。今回２の過

程で、６種類の水の調査したり、３か所の現地調
査をしたりして、川の水に対する興味・関心が高

まった。児童はさらに継続して調査したかったよ

うである。また、水の調査も五感を用いての調査

であり、薬品類は使用していないので、もっと詳

しく、科学的に調査する方法を問い続けていけれ
ばと期待している。したがって、第５学年での寺

川の学習へよい足掛かりになったとも考えられ

る。

１の過程の学習を終え、児童の感想に「日本は

他の国より恵まれている 「安全な水が13％しか」

ない国があるので 日本に生まれてよかった 日、 」「
本は平和だ」などがあり 「水」から日本のよさ、

を強く感じた児童もいた。したがって、４年生で

、 。は ３の過程へのつながりは適当であると考える

しかし、児童の実態によっては、１の過程から、

３の過程で別の視点での学習も可能であると考え
る。２の過程では、題材が児童の興味・関心を高

めるという点では、有効であった。

ISO14001の関係で、比較的節水行動自体は取り

組んでいる児童が多い。しかし、今回３の調査を

、 、して 実験にきちんと取り組んだ班の子どもほど

さらにまじめにとらえ、必要最小限の水をバケツ

にくみ、牛乳パックを洗ったり、ぞうきんをすす

いだりするようになった。若干行動が窮屈になっ
た感じもある。しかし、調べて分かったことをき

ちんと行動に移そうとしている。
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